











































































　調査は 2013 年 10 月に民間の調査会社に委託して実施した。回答者は、無作為に選



















































































答者の年齢は、18 歳 57%、19 歳 31%、20 ～ 23 歳 12% であった。また、回答者の出
身地は、岡山県 69%、香川県 11%、広島県 9%、兵庫県 4%、その他 7%（各県 1 人）
であった。さらに、回答者の現在までの最長居住地は、岡山県 77%、香川県 11%、
































































































































































































































約 1 割と少ないことがわかる。これが 40・50 代では約 3 割にまで上昇し、20・30 代
では約 7 割にまで達する。一方、40・50 代以上で優勢な「けっこうです」は 20・30

















































































































































































































































































































































の差も小さい。これに対し 20・30 代では、①は約 3 割にとどまったままであるのに対









































































































































岡山市を見ても、現在およそ 4 割ほどいるということになる。なお、NHK 放送文化
研究所では 2002 年にも同様に調査しているが（塩田雄大 2003）、その時点で「使う」
と回答した人は 21% であり、この 12 年の間に 17% 増加している。2014 年の調査で「使
う」と回答した人の割合を年齢層別に見ると、若年層になるほど数値の増加が見られ、
岡山市と同じ傾向である。ただし、30 代で 58%、20 代でも 55% であり、30 代以下
では増加の勢いが失われているようである。この点は、友達にソースをかけてもよい









を中心とする 10 代から 70 代までの男女 189 名（うち 20 代が 74%）を対象に、10 の
対人場面を想定させた上で、回答者自身の「大丈夫」の使用頻度、聞く頻度、意味の






く使う・ときどき使う」の割合は 50 代以上では 3 割未満にとどまるのに対し、30 ～
40 代では 6 割、10 ～ 20 代では 8 割以上に達する。回答の求め方が岡山市での調査と
異なる等の事情もあり数値こそ異なるが、年齢層別の傾向は岡山市と同様である。こ
の他、話題の人物 C を飲み会に誘うかと問われ否定的に答える場面での「大丈夫（じ
ゃない？）」も、「よく使う・ときどき使う」の数値は全体的に低くなるもののやはり
若年層になるほど数値が上昇すること、またコンビニのレジでレシートは不要である
旨を告げる場面での「大丈夫」は、年齢差についての言及はないものの、「よく使う・
ときどき使う」は若者世代で 9 割近くと非常に高いことを報告している。上記のうち
「飲み会」の場面でも「大丈夫」が使われることを考えると、直接的な言い方を回避
する配慮というよりも、当該の人物（第三者の場合もあれば話し手自身や話し相手の
場合もあろう）への心遣いを想定し、そのような心遣いは不要であるとする「心遣い
への配慮」の可能性も考えられる。使用者の意識や普及の背景についてはなお検討の
余地があると考えられるものの、使用頻度に違いこそあれ、断わり場面のみならずさ
まざまな場面において「大丈夫」が使われていることを、普及の裏付けとなる年齢差
を含めて明らかにしている点は注目される。
　さて、複数の調査において普及が確認された拡張用法の「だいじょうぶ」の本来の
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意味は「あぶなげのないさま」「問題のない状態」であることをふまえつつ、現在で
はそうした状況以外の多様な言語場面においても「だいじょうぶ」が使われつつある
理由を検討する。その主要な理由は、話し手が相手の不利益（すなわち問題のある状
態）を想定し、その状態を気遣い解決しようという、従来なかった論理による対人配
慮意識にもとづくのではないかと考えられる。
　たとえば、店員から客に対する「お茶のお代わりはだいじょうぶですか？」は、単
に「お茶のお代わりは要るか／要らないか？」と尋ねているのではなく、客がお茶の
お代わりを求めていないという現状認識からまず出発し、そのようであるのは、客が
店側に遠慮していたり、お代わりが可能であるということを知らなかったり、あるい
は客が自分のお茶が少なくなっていることに気づいていないためかもしれないと想定
し（つまり問題のある状態を想定し）、本来受けられるサービスを受けていないとい
う意味で、客であるあなたは不利益を受けているが、それでも問題ないかという意識
で尋ねているのではないかと考えられる。つまり、相手の不利益や問題のある状態を
想定し、そのままでもよいのかと気遣う言語行動ではないかと考えられる。
　これに対する客の「だいじょうぶです」も、単に「要らない」と言っているのでは
なく、お茶のお代わりをしない自分は不利益を受けている状態だと認識した上で、し
かしながらお代わりをしなくても自分は特に問題がないと述べているものと考えられ
る。つまり、自分の不利益や問題のある状態を想定した上で応答しているのである。
　冒頭のエレベータでの「大丈夫でーす。」も、単に自分を乗せずに先に降りるように
と先客に言っているのではなく、自分がエレベータに乗れないことは自分の不利益だ
と認識した上で、しかしそれでも問題はない（次のエレベータを待てばよい）と述べ
ているものと考えられる。相手が自分に気遣うのを想定した言語行動という面もある。
　「ソースかけてもだいじょうぶ？」も、単にソースをかけてよいかと尋ねているの
ではなく、相手はソースをかけたくないと思っているかもしれないと想定し、その場
合ソースをかけると相手に不利益が生じることになることから、「ソースをかけても
問題ないか？」という意識で「だいじょうぶ？」と尋ねているものと考えられる。
　現代の若者は、友達といえども（あるいは友達だからこそ）気を遣う世代である。
とりわけ迷惑をかけるということには敏感である。そのような対人意識の変化が、「だ
いじょうぶ」の用法の拡大と使用頻度の増加をもたらしているものと考えられる。
注 1　岡山市での調査は、2013 年度学内研究助成金（研究課題「岡山市における方言使用・方言意識
の現状と動態に関する調査研究」）により行なったものである。
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